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近年、さまざまな規模の企業がデジタルトランスフォーメーションを通じて進化し
ています。変化の速度は目覚ましく、衰える気配はありません。今後 3 年 間のデジ
タルトランスフォーメーションは、新型コロナウイルスの影響、サステナビリティ、デ
ジタル技術の進歩という3つの力によって加速します。  

•	 新型コロナウイルスの感染拡大により、企業は、顧客の需要の変化に対応し、収益を維持する
ために、デジタルトランスフォーメーション計画を加速化するとともに、オンライン取引への移
行を推し進めました。これによる効率の急激な向上は今後も続き、コロナ後は、需要の回復と
それに対応する生産性向上の時代になると予想されます。

•	 サステナビリティに関して高い目標を掲げることは、今や企業の優先事項です。環境にやさしい
製品に対する顧客需要や、新しい政策や温室効果ガス排出規制に適合する必要性が、積極的
な行動につながっています。サステナビリティは資源利用の効率化によって改善されるのが一
般的であり、デジタル技術はその効率化に大きく貢献します。

•	 データセンターやインフラへの大規模投資のおかげで、高性能のコンピューティング、ストレー
ジ、ネットワークが広くオンデマンドで利用可能となり、新しい製品やサービスの設計、試験、導
入にかかる時間も短縮されています。同時に、5G、自動化、AI、クラウドなどの技術分野で大き
な進歩がありました。

•	 これにより企業は、ビジネスとデジタル市場の近接、クラウドコンピューティングによる効率的
な生産拡大、人工知能を生かした資源や物流のスマートグリーン計画などの革新が可能とな
ります。具体的に言えば、コネクティビティは今後もビジネスモデルの進歩を促し、視認性や制
御の向上、ユーザーとの緊密な連絡、サービスの拡大を促進すると思われます。

この3つのマクロトレンドの組み合わせは、過去にない形で市場を変革する新しいビジネスチャンスを生み
出す可能性があります。早期に可能性を見出し、顧客のニーズや商業的価値を理解してビジネスに革新を
起こした企業が勝者となるでしょう。
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加速要因としてのパンデミック 
新型コロナウイルスは、家庭や仕事、社会生活を一瞬
で変え、IoTソリューション、IT、自動化の導入を促進しま
した。業界を問わず、革新を起こし、新しい方法やチャ
ネルで顧客と関わり、新たなサービスや体験を創出す
る上で、企業は技術の恩恵を大きく受けています。企業
にとって今やデジタル化は最優先事項であり、リモート
ワーク、顧客の行動や期待の変化、サプライチェーンの
耐久性向上に対応するために欠かせないものになって
います1。

大きな変革を遂げている分野の1つに医療があります。
医療従事者不足により、IoTソリューションの大規模な
導入が必要となったためです。患者に食事や薬を届け
る、部屋を消毒する、バイタルサインをリモートで収集
するなどの業務に、ネットワークに接続されたロボット
が使われるようになりました。今後は、自宅療養する患
者が遠隔健康管理ソリューションを利用することで、病
院のベッド数を確保したり、医療従事者の負担を軽減
したりできるようになるでしょう。

新型コロナウイルスの財務的影響を見ると、米国企業
は感染拡大の開始時より収束時のほうが収益性が上
がっており、手元のキャッシュも増えています。そしてこ
のキャッシュを投資すれば、さらに成長を加速できま
す2。『エコノミスト』誌によれば、クラウド、ビッグデータ
分析、IoTが重要な成長要因となった分野では、急速な
生産性の向上が新型コロナウイルスの影響を上回って
います3。 

新型コロナウイルス、サステナビリティ、デジタル技術の普及。この3つの力が今後3～5
年間の急速なデジタル化の基盤を作りました。イノベーションとデジタルディスラプショ
ンに絶好の追い風となったのです。

たとえば、デジタルトランスフォーメーションの柱の 1 つであるIoTを考えてみましょう。新しいコネクテッドデバイス
（ネットワークに接続する機器）の可能性は大きく広がっています。今後数年間で5Gが世界に普及し、デバイスの
エコシステムも急速に成長することを考えてみてください。ビジネスのイノベーションが進み、多くのIoTソリューシ
ョンは「モニターと測定」から「制御と自動化」の段階へと移行するでしょう。これは、既存のビジネスモデルの見直
しや新しいビジネスモデルの発見を通じてビジネスチャンスを創出し、業界全体を変革する道を開きます。

以下では、この3つの要因とそれらが未来の変化を促す理由について詳細に検討します。

  1 	 Telenor Connexion (2021). IoT will make supply chains more cost-efficient, flexible and resilient.（IoTがサプライチェーンのコスト効率、柔軟性、耐久性を強化する）  
https://www.telenorconnexion.com/iot-insights/iot-predictions-2021/

  2	 Wall Street Journal (2022). U.S. Companies Are Thriving Despite the Pandemic—or Because of It.（パンデミックにもかかわらず―あるいはパンデミックが原因で―米国企業が成長）  
https://www.wsj.com/articles/u-s-companies-are-thriving-despite-the-pandemicor-because-of-it-11641033005

  3	 The Economist (2020). The pandemic could give way to an era of rapid productivity growth.（急速な生産性向上の時代にパンデミックが道を譲る）  
https://www.economist.com/finance-and-economics/2020/12/08/the-pandemic-could-give-way-to-an-era-of-rapid-productivity-growth

新型コロナウイルスの影響は長く続くと思われま
す。企業は今後も、組織の再編、速度や効率の向上、
顧客体験の改善に向けてデジタル投資を増やして
いくでしょう。企業は、試験的プロジェクトから大規
模なプロジェクトへと、さらに短期間で大胆に進む
と予想されます。
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サステナビリティ：環境に良いことはビジネスにも良い
サステナビリティはイノベーションの推進力であり、今では
消費者、ビジネス、社会にとっての優先事項と考えられて
います。顧客は、購入する製品がどのように作られ、環境に
どのような影響を与えるかといったことについて透明性を
求めています。サステナビリティの高い、倫理的な方法で生
産された製品にお金を使いたいという需要も高まっていま
す。そして政府は、すべての業界に排出や天然資源の使用
に関して厳しい法律を適用する傾向にあります。

このような状況の変化に対応し、企業は積極的なカーボン
フットプリントの縮小目標を設定しています。これは、エネ
ルギー効率を高めるとともに、持続可能な製品やサービス
によって新しい収益源を作るチャンスでもあります。環境に
良いことはビジネスにも良いということを、企業はすでに
理解しているのです。 

アクセンチュア社のグローバル調査4によると、デジタル技
術とサステナビリティの交点に新しい価値が存在すること
が分かっています。両方を活用する企業、名付けて「ツイン
トランスフォーマー」は、将来的に高い業績を収める可能
性が2.5倍も高くなります。 

エネルギー効率を例に挙げましょう。これはカーボンフット
プリントを縮小する重要な要素です。同時に、経済的、環境
的要因によって欧州とアジアでエネルギー価格が高騰して
いる現在、事業的にも魅力があります。電力系統全体とし
てだけでなく、工場やオフィスでも、電力の供給と需要を正
確に予測し、廃棄物を削減するために、AI技術やIoTソリュ
ーションの導入は今後さらに増えていくと思われます。 

もう1つ、大きな影響を与える新技術が5Gです。エリクソン

社によれば、発電、輸送、製造、建設などの高排出業界に
5G技術を導入することは、欧州の道路から車を3,500万台
減らす（または7分の 1 減 らす）ことに匹敵します5。

高度な技術をどこでも使える時代
IoTソリューションの導入はデジタルトランスフォーメーショ
ンの一環であり、技術の進歩や新しいインフラへの多額の
投資によって大きく前進する分野です。つまり、今ではどこ
にでもコネクティビティがあるということです。

近年、NB-IoTとLTE-Mという2つのネットワーク技術が導
入されました。いずれも、低コスト、低データ使用量、長バッ
テリー寿命（最大10年以上）で、遠隔地や地下などの電波
が届きにくい場所で運用することが多いIoT機器のニーズ
に対応するために設計されたものです。これにより、農業、
公益事業、物流、その他の業界で新たな用途の可能性が
広がっています。また、世界的に2G、3Gネットワークが廃
止に向かう中、NB-IoTやLTE-Mがそれに代わっていくのは
明らかです。特にLTE-Mは自動車などの動く機器には有用
な選択肢で、音声技術にも対応しています。 

もう1つの大きな転換は5Gネットワークの世界的な普及
です。5Gの大きな利点6は、コネクテッドカーからリモート
手術まで、IoTの用途に応じてネットワークをプログラムで
きることです。このような新しいコネクティビティ技術は、速
度、レイテンシ7、バッテリー寿命の技術的パラメータの改
善をもたらすだけではありません。使い方を見直し、新しい
用途や収益源を生み出すなど、イノベーションのきっかけ
にもなります。たとえば、テレマティクスから自動運転車に
コネクティビティの利用方法を転換するなどです。

コネクテッド製品の世界展開を計画する企業にとって、各
国のコネクティビティを確保するのは容易ではありませ
ん。主な手段の 1 つ はローミングですが、地域によってはデ
バイスを90日以上ホストネットワークに接続する「パーマ
ネントローミング」を規制当局が禁止しています。現地のコ

ネクティビティプロバイダーを選択できるeSIMソリューショ
ンの導入と普及が進めば、企業にとってコネクテッド製品
を世界展開し、コストを最適化する選択肢が増えると期待
されます。 

変化の
きっかけ
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企業は、今後数年間でますますデジタル技術とサステナビリテ
ィの交点に新たな価値を模索するようになるでしょう。 

新しい技術により、企業はサービス、製品、ビジネスモデル、市
場化戦略の改善など、商業的な側面により重点を置くことが
できるようになります。 

4 	 Accenture (2021). The European double up: A twin strategy that will strengthen competitiveness.（欧州が2倍に成長：競争力を高める二重戦略）  https://www.accenture.com/_acnmedia/PDF-144/Accenture-The-European-Double-Up.pdf#zoom=50 

5	 Ericsson (2021). 5G connectivity is fundamental to Europe achieving climate targets, new analysis reveals.（新しい分析によれば、5G接続は欧州が気候目標を達成する上で不可欠）   
https://www.ericsson.com/en/press-releases/2021/10/5g-connectivity-is-fundamental-to-europe-achieving-climate-targets-new-analysis-reveals

6	 Telenor Connexion (2022), 5G and IoT: What can 5G do for IoT Business?（5GとIoT：5GがIoTビジネスにもたらす利点とは？）  https://www.telenorconnexion.com/iot-insights/5g-and-iot/ 

7	 レイテンシとは、送信元から送信先へデータを転送するのにかかる時間のこと
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ビジネスモデルと用途の改革
害虫駆除に変革をもたらしたAnticimex

Anticimexは100年近い歴史を持つ害虫駆除のリーデ
ィングカンパニーです。同社はデジタル技術の導入を通
じて、効率的で持続可能なソリューションに向けた業界
全体の変革の最前線に立っています。

これまで長い間、害虫駆除には毒を仕込んだトラップ
が使われてきました。この方法ではトラップを常に手作
業でチェックする必要があり、害虫の根絶にもそれほど
有効ではありませんでした。しかし、IoTはその状況を一
変します。 

Anticimexは、害虫駆除・監視専用に設計したIoTデバ
イスにより、害虫駆除活動を監視および分析しました。
将来的な問題を早期に発見することで迅速に対応し、
害虫の根本的な原因を突き止めることができます。こ
のため最終的には、さらなる問題が発生するリスク、コ
スト、殺虫剤の使用量を下げることになります。アクテ
ィビティデータの取得と分析の両方に対応するソリュ
ーションの開発により、Anticimexは顧客価値を大幅に
高めました。もう1つの大きな利点は、環境に有害な毒
物の使用を最小限に抑える、または完全に不使用にで
きることです。

イノベーションが加速する自動車業界

自動車業界は、テレマティクスの早期から、エンドユー
ザーのニーズに応じてさまざまなコネクティビティに対
応する現在に至るまで、コネクティビティの最先端と言

われています。コネクテッドカーは、自動車業界に有益
なだけでなく、保険、駐車場、エンターテインメントなど
の業界にもチャンスをもたらします（「利用ベース保険」
の囲み参照）。小売業者でさえ、自家用車のトランクに
商品を配送する「in-car delivery」サービスを提供する
ことで付加価値を生み出すことができます。

現在、自動運転車は主にオンボードセンサーと処理機能
によって先進運転支援システム（ADAS）を制御していま
す。5G接続が普及すれば、自動運転車は車間通信やエ
ッジデータ処理などの高度な機能にも対応します8。5G
は低レイテンシのため、情報はほぼ瞬時に送信され、ブ
レーキの指示など予防的な安全対策もリアルタイムで
提供できます9。  

IoTは自動運転車の乗り心地を変えるだけでなく、所有
の概念も覆そうとしています。都市に住む人が増えるに
つれ10、車を所有する必要性はさらに低下すると予想さ
れます。そこで登場するのがカーシェアリングなどのモ
デルです。このような場合、車両へのアクセスや追跡、
利用量の測定には主にセルラーIoT接続を使用します。
その利点は2つあります。車を必要とする人が車を利用
できることと、資源利用の最適化やカーボンフットプリ
ントの縮小によってサステナビリティが向上することで
す。

企業は、高度なデジタル技術を通じて自己改革を図り、サービスや
顧客体験、ビジネスモデル、効率のレベルアップ、しかも持続可能
な形での改善を目指しています。これに利用可能なデジタル技術
は数多くあります。たとえば、自動化やクラウド、AI、IoTソリューショ
ン、ビッグデータ分析、デジタルコマースなどです。これらは多くの
場合、併用されます。

本章では、IoT主導型のイノベーション、およびそれが企業にとって
どのようなビジネスモデルや製品・サービスの改革につながるかに
注目します。いくつかの事例やサンプルを選んでご紹介しましょう。革新を通じた 

トランスフォーメー
ション

02
デジタルトランスフォーメーションを

支える主な技術

デジタル
トランスフォーメーション

自動化

クラウド
サービス

人工知能
（AI）

IoT

ビッグデータ
分析

デジタル
コマース

利用ベース保険

走行状況に応じた自動車保険は、公示速度の順守を促し、事故
率の低下につながります。メリットは保険会社にも加入者にもあ
ります。保険会社にとっては保険の支払額を下げられる可能性
があり、加入者にとっては保険料率が良くなります。

5  |  IoT Prediction Report 2022



ソーラーパネル：ピアツー
ピアのエネルギー取引
公益事業に携わる企業は、高速、セキュ
ア、かつ安定した双方向通信で都市部や
地方にあるメーターにアクセスする必要
があります。LTE-M技術を使用した新しい
ソリューション11では、従来のソリューショ
ンの1 日 1 回 に 比 べ 、1 分 に 1 回 のより頻
繁な読み取りが可能です。また、帯域幅が
広いため、より大きなデータを伝送でき、
レイテンシはミリ秒単位に短縮されます。
このためエネルギーの生産と需要のバラ
ンスを取りやすく、電力系統の分析と最
適化も改善されます。さらにIoTは、取得
したすべてのデータを活用する機会をエ
ンドユーザーにも提供します。たとえばソ
ーラーパネルによる発電を考えてみましょ
う。これには、電力系統の接続とスマート
メーター、エネルギー取引に関与する企
業、ソフトウェアレイヤー、そして最後に何
よりもコネクティビティが必要です12。ソー
ラーパネルの所有者は現在、ピアツーピ
アのエネルギー取引により、残った電力
を換金するほか、グリーンエネルギーの提
供によって持続可能な社会に貢献できま
す。この市場は将来的な成長が期待され
ています。  

将来のイノベーション
厳しい要求を突きつける顧客、新しいテクノロジー、革新的な企業。そのす
べてが新しい用途のきっかけとなります。一部はすでに実現し、まもなく実
現が見込まれるものもあります。

ドローン：ドローンによる配送は、便利に商品を受け取れるだけでなく、環
境的な利点もあります。ドローンのカーボンフットプリントは配送トラック
ほど大きくありません。また、コロナ禍が過ぎても人と接触しない配送は続
くと思われます。将来的にはドローン技術がラストワンマイルの配送を担う
と期待されています。配送だけでなく、ドローンは街から遠い地域やアクセ
スの難しい地域で、林業や鉱業関連の検査にも利用されるようになるでし
ょう。農業分野では、作物への施肥を容易にしたり自動化したりするために
ドローンを利用するといった用途が生まれています。

医療：患者のリモートモニタリングはすでに実現していますが、将来は5G
によってさらに強化されるでしょう。これは最終的に患者へのサービス改
善につながります。5Gネットワーク上のコネクテッドデバイスが増えるにつ
れ、さらなるイノベーションが期待されます。たとえばコネクテッド救急車
なら、患者のデータや動画をリアルタイムで受け入れ病院と共有し、患者
が到着する前に医療従事者と連絡を取り、搬送中に救急救命士をサポー
トできます。これは全体として患者のケアの効率と有効性を高めることに
なります。

サプライチェーンと物流：サプライチェーン管理において重要なのは、輸送
の透明性です。IoTのおかげで物流は、単なる配送日の予定から、ラストワ
ンマイル配送のリアルタイム追跡へと進歩しつつあります。将来的には荷
物の配送状況だけでなく、より透明性の高い輸送が実現するでしょう。IoT
は、荷物の開封形跡や所定の輸送温度の順守に関する透明性も確保しま
す。これらはすべて配送に関する重要な情報です。 

8	 ネットワーキングによりエンドユーザーの近くでアプリケーションを処理・保存
9	 Ericsson. 5 Things to know about 5G if you work in the auto industry.（自動車業界で働く人に必要な5Gに関する5つの知識）   

https://www.ericsson.com/en/5g/5-things-to-know-about-5g-if-you-work-in-the-auto-industry

10	 国連 (2018). 68% of the world population projected to live in urban areas by 2050.（予測では世界人口の68%が2050年までに都市地域に居住）  
https://www.un.org/development/desa/en/news/population/2018-revision-of-world-urbanization-prospects.html

11	 Telenor Connexion. Case study: Ningbo Sanxing Smart Electric: Connecting around 1 million smart meters in the Nordics.（Ningbo Sanxing Smart Electricの導入事例：北欧のスマ
ートメーター約100万台を接続）  https://www.telenorconnexion.com/iot-case/ningbo-sanxing-smart-meters/ 

12	 国際再生可能エネルギー機関 (2020). Peer-to-peer electricity trading – Innovation landscape brief.（ピアツーピアの電力取引――イノベーションの解説）  
https://irena.org/-/media/Files/IRENA/Agency/Publication/2020/Jul/IRENA_Peer-to-peer_trading_2020.pdf

革新を通じた 
トランスフォーメー
ション
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新型コロナウイルスの感染拡大は、企業
のデジタル化を加速しました。同時に、大
規模な技術インフラ投資がデジタルハイウ
ェイの構築を加速化し、5Gに支えられた
革新的なソリューションへの投資をさらに
促進しています。そしてどちらも、サステナ
ビリティに関する規制とイノベーションの
緊急性を裏付けました。 

IoTを含め、技術があらゆるソリューションの構築を可
能とする現在、その流れに乗り遅れる理由はありませ
ん。つまりこれは、次のイノベーションの鍵がIT部門で
はなく、新しいビジネスのアイデアを育む商業部門にあ
ることも意味します。 

もちろん途中に困難もあるでしょう。企業はデジタルス
キル不足に対処する必要があります。スキル不足を埋
めるだけでなく、エンドツーエンドのサービスを提供す
るサプライヤーが求められています。たとえば、IoTマネ
ージドコネクティビティやシステムインテグレーション
を通じて必要なデジタル技術を全部合わせた完全なソ
リューションを提供するサプライヤー、あるいは業界、
戦略、分野を総合的に理解したパートナーなどです。

企業が今から着手すれば、時代を先取りし、業界のイノ
ベーションを後から追いかけるのではなく先手を打つ
ことで、競争上の優位性を得ることができます。着手が
遅ければ長期的に大きなリスクを負うことになるでし
ょう。

時代を
先取りする 
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Telenor Connexion 
Telenor IoTは、世界の主要モバイル事業者の1つであるTelenorグループが提供するIoTソリューションのポートフォリオです。Telenorは世界有
数のIoTソリューションプロバイダーであり、20年以上にわたり、あらゆる規模の企業にグローバルなIoT接続やクラウドサービス、専門家による
サポートを提供してきました。約200カ国のグローバルな顧客向けにIoTを管理するTelenor IoTは現在、ボルボ、スカニア、日立建機、Verisure 
Securitas Direct、ハスクバーナなどの企業で1,700万台以上のコネクテッドデバイスを運用しています。私たちのIoTソリューションは、北欧の
顧客には各国のTelenor事業部を通じて、グローバルレベルではTelenor Connexion（カスタムサービスと高度なサポートを必要とする国際
企業向けに IoTソリューションを提供するTelenorの専門部署）を通じて提供されています。
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